
昭和46年に、全国の視覚障害者からの拠出金で建てられました。

社会福祉法人日本盲人会連合
〒169－8664　東京都新宿区高田馬場1－10－33
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運動団体としての活動

1．沿革
日本盲人会連合は、視覚障吾者白身の手で、“社会参加と平

等’’、“万人のための社会’’を実現しようと組織された視覚障

書者の運動川体です一一，昭和23年に都道府県・指定都市の視覚障

害者同体の連合体として結成され、匝Iや地方自活体に対して視

覚障害者政策（人権、福祉、教子上　職業、環境問題等）の充実

を求めて組織的な活動を行なう・方、障害者福祉関係施策に関

する審議会、研究会、検討会等のメンバーとして必要な意見、

提言を行うなどの活動を続けています．一、

2．組織
組織川体数　全l可58視覚障宮者同体

会　員　数　視覚障害者約50、000人

理事会、評議員会、総合企画審議会が置かれているほか、専

門分野ごとに次の5つの協議会が設置されていますリ

・青年協議会

・女性協議会

・音楽家協議会

・あん摩マッサージ指Il；師、はり師、きゅう価協議会

・スポーツ連盟協議会

3．主な事業

運動団体としての以Lの活動のほか、併行して次のような事

業を展開しています。一

日I盲人団体（l二対する連絡、指導、助成

（2月肯報宣伝活動

傘卜同体との口々の連絡のほか、月刊の機関紙「点字日本」

（点字版上「∩旨連アリー」（カセットテープ録音版上「愛育

時幸田（墨字）を発行していますこl

（3）海外関係諸団体等との交浦上情報交換

（4）職域拡大、あん摩、はり、きゅう等の生業安定に関する

調査、研究

（5〉　盲人福祉に関する調査、研究

（6）全回盲人福祉大会等の開催

全回盲人福祉大会を毎年1回、全回持ちまわりで開催　全国から約2、000人の視覚障害者が参集し、当

面する課題等について研究、討議を行います〔また全国盲青年研修大会、全回盲女性研修大会、全回盲

人音楽家福祉大会なども毎年聞き、ノーマライゼーションの埋念のもと、あらゆる分野でのバリアフリー

化をめざして活動していますリ



く：7．）文化、スポーツの振興

l全回盲人将棋大会上l全回盲人文芸大会上［全日本視覚瞳雷者柔道大会」、［全回フロアバレーボール大会」（盲

人バレーボール上「全日本グランドノットボール選手様大会‖：盲人野球上「社会人サウンドテーブルテニス大会」などの

文化事業やスポーツ大会を毎年開催rr“豊かな社会生活”の推進に努めています。，

盲人野球．ハンドホールを使います。盲人用に改良された
ソフトボールのルールで行います。
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フロアバレーボール：ポールはネットの下をくくらせます。

ルールはバレーボールに準じています。

福祉サービスセンターとしての活動

1．沿革
日本盲人会連合は、昭和41年に社会福祉法人の認可を受け、現在地において、次のような視覚障害者福祉サー

ビス活動を展開しています。：

建物：鉄筋地下1階地上3階建　399．5ポ

2．主な事業

（1主査字図書館の設置運営

白歳音数：点字図書20、000、テープ図書50．000、CD同書3，00帥

（21点字出版所の設置運茸

（3）録音製作所の設置運営

（4）用具購買所（．視覚障害者用補装具、日常生活用具の展示、

販売斡旋）の設置運営

（5）更生相談所の設置運営

（6）ガイドセンター事業

（7）点訳奉仕者養成講習

（8）点訳・朗読奉仕員指導者養成事業

（り）点辛情報ネット「ノー・ク事業

l点字JBニュース」は木lほ除く毎日上　電話ナビゲーションシステムの運営

平成15年からは全国62カ所にキーステーションを置きインターネット配信、身近な生活情報の提供なども行っている－

点字巨脱出手作業），2枚の亜鉛板の間に点字紙をはさんで
ローラーにかけ凹凸を作ります。ほかに点字プリンターを
使った印刷もあります．、



－：10）各種定期刊行物の製作、配布

・政府広報誌「厚l′日の点字版上真宇厚生」及び録音テープ版「声の広報・厚生l　上之訂I

・政府発行の［厚生労働白書」及び「障害者白書つの録音テープ版巨受託）

・海外の視覚障害者の動きを伝える「rJpルド・ナウ日WORLDNOWH点字版：P　など

．th

ヽ

発送準備「カセットテープにタイトルを貼り、ケースに入れて、
分類、包装して今国各碑の方々に届けられます。
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1舶 郡長
壷．

（日本盲人福祉センター） 梱l：岩男リ館
l
新7宵新楢北郵便局l苧

1電車で来られる方は…
●JR苗ヨ馬場新下申　皐梶田⊂方位　徒歩10分、地下董失東西預高田馬場斬て車　結歩5ケ上
ソ1スで来られる方は…
●JR池袋新東口　新采中萩より…　新宿伊勢H前行、渋谷即行
●」甘新宅新西口　り11スターミナルより：早稲田・リー刀ロイヤルホテル行
●JR浩行新より　池袋即東リ行、池袋4TR行
共に．字書瑞女子大学前下市　徒歩3分
：休館日　●第2・第4±濯口、口濯口、裾口、年泉年始　　二：執務時間　●午前9時糾う午後5時まで＿，



社会福祉法人日本盲人会連合の主な活動状況実
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視覚障害者の全国組織、日本盲人会連合を結成

第1回全国盲人福祉大会（於　大阪府貝塚市）

へレンケラー女史招請（2回目）

点字版「愛盲時報」発行開始（47年3月まで）

第1回全国盲婦人大会開催（於　大阪市）

第1回アジア盲人福祉会議開催（於　東京／12ヶ国750名）

第1回盲青年大会開催（於　兵庫県明石市）
へレンケラー女史招請（3回目）

本部事務局大阪から東京に移転

社会福祉法人認可

点字出版事業、更生相談事業、盲人用具斡旋販売事業開始

加盟団体への連絡、助成事業開始

国際盲人連盟（I FB、のち世界盲人連盟（WBU）となる）へ加盟

日本盲人福祉センターが現在地に竣工落成（東京都新宿区）

点字図書館開設

朗読奉仕者養成講習事業開始　／　点訳奉仕者養成講習事業開始

月刊点字機関紙「点字日本」発行開始

録音製作事業開始

厚生省委託「点字厚生」発行開始

朗読・点訳奉仕者養成講習修了者に対する事後指導開始

厚生省委託「録音厚生」発行開始

第1回全国盲人将棋大会（於　広島市）

カセット録音テープ図書、テープライブラリイ制作事業開始

（平成12年まで毎年8，000から10，000本無償配布）

第1回全国視覚障害者社会人卓球大会（於　富山県）

月刊録音版機関紙「日盲連アワー」発行開始

日本視覚障害者柔道連盟結成　第1回大会開始（於　講道館／皇太子殿下ご観覧）

東京都委託「ガイドセンター運営事業」開始

パソコン通信　日刊「点字J Bニュース」事業開始（以後継続）
第2回世界盲人連合（WBU）東アジア太平洋地域会議開催（於　東京）

WBUマッサージセミナー開催（於　つくば市）

第1回全国フロアバレーボール大会開催（於　座間市）

厚生省委託：海外情報点字誌「ワールドナウ」発行開始

社会福祉法大日本盲人会連合結成50周年記念第51回全国盲人福祉大会

（於　東京都／記念式典には天皇皇后両陛下ご臨席）

厚生省委託：電話で聞ける「音声による新聞情報提供システム」事業開始

第1回グランドソフトボール選手権大会開催（於　一宮市）

全国62ヶ所の地方組軌こ点字情報提供システム整備、インターネット方式導入

（受信方式が、点字プリント、電話、インターネットの3方式となる）

点訳・朗読奉仕員指導者養成講習事業開始

第20回記念全日本視覚障害者柔道大会（於　講道館／皇太子殿下御観覧）


